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六
月
二
十
六
日（
水
）午
後
二
時
か
ら
、令
和
元
年
度
定
時
会
員
総
会
が
会
員
二
百
十
八
名
の

出
席（
他
委
任
状
三
百
五
十
九
名
）を
得
て
、生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ミ
レ
ニ
ア
ム
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
々
木
理
事
の
司
会
に
よ
り
開
会
さ
れ
、は
じ
め
に
野
田
沢
会
長
か
ら「
公
益
社
団
法
人
と
し

て
九
年
目
を
迎
え
、事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。シ
ル
バ
ー
の
Ｐ
Ｒ
等
各
種
の

就
業
開
拓
が
功
を
奏
し
、受
託
件
数
や
契
約
金
額
は
大
幅
に
増
加
い
た
し
ま
し
た
。令
和
元
年
度

は
さ
ら
に
、会
員
の
派
遣
事
業
に
つい
て
も
進
め
、一
層
の
職
域
の
拡
大
に
努
め
飛
躍
の
年
に
し
て
い

く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
。」と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、当
セ
ン
タ
ー
の
名
誉
会
長
で
あ
る
服
部
征
夫
台
東
区
長
代
理
原
嶋
福
祉
部
長
か
ら
の

「
会
員
の
皆
様
が
、シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
通
じ
、こ
れ
ま
で
培
わ
れ
た
知
恵
や
技
能
を

活
か
し
、多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、深
く
敬
意
を
表
し
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
」と
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、当
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
会
員
に
対
し
て
、表
彰
状
の
授
与
式
が
執

り
行
わ
れ
、会
長
よ
り
表
彰
状
の
授
与
と
、記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、ご
来
賓
と
し
て
お
越
し
い
た
だ
い
た
台
東
区
議
会
議
長
の
石
塚
猛
様
、東
京
都
議
会
議

員
の
中
山
寛
進
様
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

定
時
会
員
総
会
は
、野
田
沢
仮
議
長（
会
長
）が
開
会
を
宣
言
し
、資
格
審
査
に
よ
り
総
会
が

有
効
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
の
報
告
を
受
け
た
後
、佐
橋
理
事
が
議
長
に
就
任
し
、議
事
が
滞
り

な
く
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

報
告
さ
れ
た
事
業
報
告
は
了
承
さ
れ
併
せ
て
提
出
さ
れ
た
議
案
も
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
及
び
審
議
さ
れ
た
議
案
等
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　
・
監
事
の
報
告

　
・
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
の
件

　
・
第
一
号
議
案　

平
成
三
十
年
度
計
算
書
類
等
の
承
認
の
件

　
・
第
二
号
議
案　

役
員
の
選
任
の
件

令和元年度 定時会員総会開催令和元年度 定時会員総会開催
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定
時
会
員
総
会
で
、次
の
皆
様
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・二
十
年
会
員
表
彰
　
梅
本
　
宏
、鈴
木
　
良
忠
　

　
　
　
　
　
　
　
　 
石
森
　
弘
、宮
下
　
武
子
　

　
　
　
　
　
　
　
　 
松
田
　
義
政
、長
本
　
エツ
子
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

島
尻
　
貞
江
、菊
池
　
眞
道
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

森
田
　
弘
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
以
上
九
名
）

・
十
年
会
員
表
彰
　  

大
島
　
宋
元
、藤
川
　
實

　
　
　
　
　
　
　
　 

小
林
　
良
雄
、内
田
　
嘉
子
　

　
　
　
　
　
　
　
　 

松
本
　
侊
子
、池
田
　
千
代
子

　
　
　
　
　
　
　
　 

増
田
　
英
子
、井
上
　
冨
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　 

小
野
塚
　
由
美
子
、松
本
　
秀
子

　
　
　
　
　
　
　
　 

福
田
　
義
昭
、関
野
　
勇

　
　
　
　
　
　
　
　 

岡
崎
　
治
郎
、歌
代
　
英
二

　
　
　
　
　
　
　
　 

池
田
　
光
枝
、田
中
　
伸
幸

　
　
　
　
　
　
　
　 

西
宮
　
光
政
、牧
野
　
民
子

　
　
　
　
　
　
　
　 

鈴
木
　
邦
雄
、安
藤
　
高
司

　
　
　
　
　
　
　
　 

黒
田
　
慎
一
郎
、桜
井
　
正
男

　
　
　
　
　
　
　
　 

大
原
　
定
雄
、小
田
原
　
進

　
　
　
　
　
　
　
　 

山
崎
　
陽
子
、奈
良
　
あ
い
子

　
　
　
　
　
　
　
　 

小
野
　
正
好
、沖
館
　
隆
二

　
　
　
　
　
　
　
　 

西
村
　
正
光
、川
合
　
君
子

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
以
上
三
十
名
）

・
役
員
表
彰
　
　
　
　
辻　

義
興
、鈴
木
　
隆
幸

　
　
　
　
　
　
　
　 

佐
々
木
　
良
子
、河
野
　
テ
ル
子

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
以
上
四
名
）

・
東
京
し
ご
と

財
団
表
彰
　
　
　
　 

辻
　
義
興（
以
上
一名
）

表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た

新
役
員
の
紹
介

　
先
に
開
催
さ
れ
た
今
年
度
の
定
時
会
員
総
会
及
び

臨
時
理
事
会
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
新
し
い
理
事

と
監
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
理
事
の
任
期
は
二
年
間
（
令
和
三
年
開
催
の
定
時

会
員
総
会
の
日
ま
で
）

　
監
事
の
任
期
は
四
年
間
（
令
和
五
年
開
催
の
定
時

会
員
総
会
の
日
ま
で
）

役
　
職

理
事（
会
長
）

理
事（
副
会
長
）

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

理
事

監
事

生
沼
　
正
篤

金
子
　
時
男

中
山
　
康
雄

佐
橋
　
勝
枝

菊
地
　
真
佐
子

佐
藤
　
幸
廣

佐
藤
　
俊
一

高
木
　
勝

浅
野
　
勝
美

新
任

再
任

再
任

再
任

新
任

新
任

新
任

新
任

新
任

氏
　
名

備
考 野田沢会長から表彰状を受ける

（
敬
称
略
）

　
平
成
三
十
年
度
の
事
業
運
営
に
つ
い
て
は
、基
本
方

針
及
び
事
業
実
施
計
画
に
基
づ
き
、事
業
の
普
及
啓
発

及
び
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、就
業
開
拓
に
資
す
る

活
動
な
ど
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、当
法
人
は
、公
益
社
団
法
人
と
し
て
八
年
目

を
迎
え
、会
員
の
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
活
か
し
て
、

毛
筆
筆
耕
、パ
ソ
コ
ン
、折
り
紙
の
各
講
習
会
を
開
催
す

る
な
ど
社
会
奉
仕
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

平
成
二
十
八
年
度
決
算

平
成
三
十
年
度
決
算

平成30年度正味財産増減計算書

経常収益
　受託事業収益
　独自事業収益
　受取会費 
　受取補助金等
　受取負担金 
　特定資産運用益
　雑収益 
経常費用
　事業費 
　管理費 
当期経常増減額
経常外収益
経常外費用
当期経常外増減額
当期一般正味財産増減額 
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高
正味財産期末残高  

414,812,606 円
341,899,246 円
1,194,732 円
668,850 円

70,209,996 円
252,000 円
1,196 円

586,586 円
410,931,627 円
410,931,627 円

0円
3,880,979 円
216,024 円

1円
216,023 円
4,097,002 円
46,898,860 円
50,995,862 円
50,995,862 円

8,957,679 円
1,421,892 円

4,268 円
222,950 円
7,308,233 円

0円
136 円
200 円

8,957,679 円
0円

8,957,679 円
0円
0円
0円
0円
0円

3,253,725 円
3,253,725 円
3,253,725 円

423,770,285 円
343,321,138 円
1,199,000 円
891,800 円

77,518,229 円
252,000 円
1,332 円

586,786 円
419,889,306 円
410,931,627 円
8,957,679 円
3,880,979 円
216,024 円

1円
216,023 円
4,097,002 円
50,152,585 円
54,249,587 円
54,249,587 円

科　　目 公益目的事業会計 法人会計 合　　計
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六
月
十
四
日（
金
）か
ら
、安
全
管
理
委
員
に
よ
る
今

年
度
の
安
全
就
業
巡
回
指
導
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

第
一回
目
は
、夏
日
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
天
候
の
も
と
、

駐
輪
場
管
理
を
巡
回
い
た
し
ま
し
た
。

　

就
労
現
場
を
視
察
す
る
と
と
も
に
、就
労
中
の
会
員

か
ら
お
話
を
伺
い
、皆
さ
ん
安
全
を
第
一に
ル
ー
ル
を
守
り

な
が
ら
働
い
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
三
月
ま
で
に
、十
二
回
実
施
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
就
労
先
に
お
邪
魔
し
た
時
は
、ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

東
京
し
ご
と
財
団
で
は
、今
年
度
の
安
全
就
業
標
語

を
二
つ
の
テ
ー
マ
別
に
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

・テ
ー
マ
１　

作
業
方
法
・
手
順
の
確
認
と
ル
ー
ル
の
順
守

徹
底

　

最
優
秀
作
品

「
怖
い
の
は
　
慣
れ
と
手
抜
き
と
ル
ー
ル
無
視
！
」

（
多
摩
市
）

・テ
ー
マ
２　

セ
ン
タ
ー
ご
と
に
設
定
し
た
テ
ー
マ

　

最
優
秀
作
品　

テ
ー
マ　

わ
た
し
の
危
険
予
知

「
事
故
ゼ
ロへ
　
事
例
に
学
ぶ
　
危
険
予
知
」

（
目
黒
区
）

来
年
度
の
標
語
募
集
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、皆
様
に
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、是
非
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

七
月
は「
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
」で
す

　

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協
会
や
東
京
し
ご
と

財
団
で
は
、毎
年
七
月
を「
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
」

と
定
め
、安
全
・
適
正
就
業
対
策
の
一
層
の
推
進
を
図
る

こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
三
十
年
度
の
東
京
都
全
体
で
の
事
故
実
績
は
、傷

害
事
故
五
百
九
十
件
、賠
償
事
故
二
百
二
件
と
過
去
最
高

の
件
数
と
な
って
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、昨
年
度
、保
険
適
用
と
な
っ
た

事
故
が
五
件
発
生
し
ま
し
た
。

　

安
全
管
理
委
員
会
で
は
、こ
う
し
た
状
況
等
を
踏
ま
え

安
全
就
業
実
施
計
画
等
を
策
定
し
、就
業
中
や
就
労
途

上
を
問
わ
ず
、安
全
就
業
に
関
す
る
意
識
の
啓
発
や
就
労

現
場
の
巡
回
指
導
の
実
施
な
ど
、安
全
就
労
に
関
す
る
対

策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
ご
承
知
の
と
お
り
、災
害
時
に
は
ま
ず「
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
」こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。就
労

も
同
様
で
す
。ル
ー
ル
を
守
り「
無
理
を
し
な
い　

危
険
な

安
全
就
業
巡
回
指
導
が
始
ま
り
ま
し
た

「
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）」の
開
催
に
つい
て

Ｋ（
危
険
）、Ｙ（
予
知
）、Ｔ（
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）は
、ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
や
研
修
を
通
じ
、危
険
を
予
測
し
、事
故
を
未
然
に

防
止
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

日　

時　
　

令
和
元
年
七
月
二
十
五
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

会　

場　
　

台
東
区
立
小
島
社
会
教
育
館

　
　
　
　
　

２
階　

ホ
ー
ル　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

内　

容　
　
「
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）」

講　

師　
　

中
央
労
働
災
害
防
止
協
会

　
　
　
　
　

教
育
推
進
部　

ゼ
ロ
災
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

所
長　

鈴
木　

博
仁
氏

申
込
み　
　

台
東
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で

電　

話　
　
（
三
八
六
四
）三
三
三
八

令
和
元
年
度
安
全
就
業
標
語

が
決
ま
り
ま
し
た

　

そ
の
実
績
は
、年
度
末
の
会
員
数
九
百
六
十
五
人
、年

間
就
業
率
六
十
三
・
七
％
、受
託
件
数
三
千
二
十
件
、就

業
延
日
人
員
八
万
八
千
三
百
三
十
八
人
、配
分
金
支
給

額
三
億
二
千
三
百
七
十
一
万
八
千
円
、年
間
契
約
金
額

三
億
四
千
四
百
五
十
二
万
円
で
し
た
。

　

前
年
度
の
実
績
と
比
べ
る
と
、会
員
数
七
人
減
、年
間

就
業
率
四
・
六
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、受
託
件
数
百
一
件
増
、就
業
延
日
人
員
一
万
八

百
三
十
九
人
増
、配
分
金
支
給
額
一
千
八
十
万
二
千
円

増
、年
間
契
約
額
九
百
五
十
三
万
九
千
円
増
と
な
り
、い

ず
れ
も
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。

安
全
就
業
研
修
会

作
業
を
し
な
い
」等
の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
安
全
への
第
一

歩
で
す
。

　

ま
た
、仲
間
の
会
員
に
対
し
て
、危
な
い
と
感
じ
る
よ
う

な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、進
ん
で
声
が
け
を
す
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

　
一
人
ひ
と
り
の
会
員
や
役
員
、そ
し
て
事
務
局
が
一
体

と
な
っ
て
、安
全
就
業
を
組
織
全
体
の
問
題
と
し
て
捉
え

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、働
く
た
め
に
は
、健
康
で
あ
る
こ
と
が
一
番
で

す
。、加
齢
に
よ
る
体
力
の
低
下
は
、、転
倒
し
や
す
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

　
「
栄
養
」「
筋
力
ア
ッ
プ
」で
、健
康
な
体
を
維
持
し
，安
全

に
働
き
続
け
る
事
が
で
き
る
よ
う
、皆
さ
ん
で
事
故
ゼ
ロ
を

目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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五
月
二
十
一
日
、会
員
さ
ん
を
対
象
と
し
た「
シ
ル

バ
ー
派
遣
事
業
」の
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

大
雨
の
天
候
の
中
、参
加
さ
れ
た
会
員
さ
ん
た
ち
は
、

熱
心
に
説
明
者
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

第
一
回
理
事
会
（
平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
三
日
開
催
）

・
審
議
事
項

　
（
１
）新
規
入
会
に
つ
い
て

　
（
２
）平
成
三
十
一
年
度
第
一
回
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
協
議
事
項

　
（
１
）定
時
会
員
総
会
の
役
割
分
担
等
に
つ
い
て

・
報
告
事
項

　
（
１
）平
成
三
十
一
年
三
月
分
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

第
二
回
理
事
会
（
令
和
元
年
五
月
二
十
八
日
開
催
）

・
審
議
事
項

　
（
１
）新
規
入
会
に
つ
い
て

　
（
２
）特
別
会
員
の
推
薦
及
び
承
認
に
つ
い
て

　
（
３
）平
成
三
十
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　
（
４
）平
成
三
十
年
度
決
算
に
つ
い
て

　
（
５
）役
員
の
選
任
に
つ
い
て

　
（
６
）令
和
元
年
度
定
時
会
員
総
会
に
つ
い
て

・
協
議
事
項

　
（
１
）会
員
表
彰
に
つ
い
て

・
報
告
事
項

　
（
１
）平
成
三
十
年
度
監
査
報
告
に
つ
い
て

　
（
２
）平
成
三
十
一
年
四
月
分
事
業
実
施
状
況
に
つ

　
　
　

い
て

　
（
３
）平
成
三
十
年
度
事
故
実
績

第
三
回
理
事
会
（
令
和
元
年
六
月
十
一
日
開
催
）

・
協
議
事
項

　
（
１
）令
和
元
年
度
定
時
会
員
総
会
の
運
営
に
つ
い

　
　

  

て

・
報
告
事
項

　
（
１
）令
和
元
年
五
月
分
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て

　
（
２
）臨
時
理
事
会
の
開
催
に
つ
い
て

臨
時
理
事
会
（
令
和
元
年
六
月
二
十
六
日
開
催
）

委
員
会
だ
よ
り

第
一
回
総
務
・
広
報
委
員
会（

令
和
元
年
五
月
八
日
）

・
議　

題

　
（
１
）定
時
会
員
総
会
次
第
及
び
進
行
担
当
等
に
つ
い
て

　
（
２
）会
員
表
彰
等
に
つ
い
て

　
（
３
）定
時
会
員
総
会
記
念
品
の
選
定
に
つ
い
て

第
二
回
総
務
・
広
報
委
員
会

（
令
和
元
年
六
月
二
十
一
日
）

・
議　

題

　
（
１
）セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
七
月
号
に
つ
い
て

第
一
回
安
全
管
理
委
員
会

（
令
和
元
年
五
月
八
日
）

・
議　

題

　
（
１
）令
和
元
年
度
安
全
就
業
巡
回
指
導
に
つ
い
て

　
（
２
）令
和
元
年
度
安
全
対
策
実
施
計
画
に
つ
い
て

　
（
３
）安
全
就
業
研
修
会「
危
険
予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　
　
　
（
Ｋ
Ｙ
Ｔ
）」に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

　
（
１
）会
長
・
副
会
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
（
２
）理
事
会
専
門
委
員
会
の
構
成
に
つ
い
て

　
（
３
）新
規
入
会
に
つ
い
て

「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等

労
働
者
派
遣
事
業
」説
明
会
の

開
催
に
つ
い
て

「
シ
ル
バ
ー
派
遣
」と
は

　
・
臨
時
的
か
つ
短
期
的
又
は
軽
易
な
業
務（
週
二
十

　

  

時
間
未
満
）

　
・
派
遣
元
事
業
主
は（
公
財
）東
京
都
し
ご
と
財
団

　
・
派
遣
エ
リ
ア
は
登
録
し
て
い
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン 

　

  

タ
ー
内
エ
リ
ア
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五
月
中
旬
頃
か
ら
真
夏
日
、夏
日
と
な
っ
た

り
、天
候
が
不
安
定
で
す
。今
夏
も
猛
暑
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
「
熱
中
症
と
は
何
か
？
」も
う
一
度
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

　

地
球
は
水
の
惑
星
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。地

表
の
七
十
％
が
海
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
が
、海

水
量
は
地
球
全
体
の
〇
・
〇
二
三
％
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。し
か
し
海
水
の
他
に
ど
れ
だ
け
の
水
が

内
部
に
あ
る
の
か
、ど
の
よ
う
に
循
環
し
て
い

る
の
か
と
い
う
研
究
も
あ
り
、地
球
の
内
部
に

は
海
水
の
五
千
倍
近
く
の
水
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
水
が
う
ま
く
循
環
し

て
、生
物
が
存
在
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。し

か
し
、海
水
の
温
度
の
変
化
に
よ
り
、台
風
が

発
生
し
た
り
、猛
暑
等
天
候
に
も
影
響
し
て
き

ま
す
。

　

人
間
の
体
は
六
十
％
が
水
分
で
す
。一
日
平

均
二・
五
ℓ
の
水
分
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

熱
中
症
と
は
、体
温
の
上
昇
と
調
整
機
能
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
、ど
ん
ど
ん
身
体
に
熱
が
溜

ま
っ
て
、体
温
が
上
が
り
、め
ま
い
、失
神
、生

あ
く
び
、大
量
の
汗
、ひ
ど
く
の
ど
が
か
わ
く
、

筋
肉
痛
、こ
む
ら
返
り
、頭
痛
、嘔
吐
、だ
る

い
、意
識
障
害
な
ど
の
症
状
が
で
て
き
ま
す
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要
に
な
って
き
ま

す
。

　

予
防
す
る
に
は
自
分
自
身
の
健
康
管
理
が

大
切
で
す
。充
分
睡
眠
が
と
れ
て
い
ま
す
か
？

身
体
が
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
食
欲
は
あ
り

ま
す
か
？
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か

等
、仕
事
に
あ
っ
た
服
装
、水
分
・
塩
分
が
き

ち
ん
と
と
れ
て
い
ま
す
か
？
こ
ま
め
に
休
憩
を

取
り
入
れ
て
い
ま
す
か
？

　
一
人
作
業
の
場
合
、自
分
自
身
で
確
認
し
て

い
く
こ
と
が
予
防
に
つ
な
が
って
い
く
と
思
い
ま

す
。

　

Ｋ
＝
危
険
、Ｙ
＝
予
知
、Ｔ
＝
訓
練
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ

　

熱
中
症
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、日
常
生
活
の

中
で
危
険
因
子
を
排
除
す
る
訓
練
が
重
要
だ

と
思
い
ま
す
。

　

熱
中
症
は
気
温
が
高
い
時
は
も
ち
ろ
ん
、湿

度
が
高
い
無
風
状
態
や
室
内
や
睡
眠
中
で
も

起
こ
り
ま
す
。専
門
医
に
よ
る
と
風
邪
の
症

状
と
よ
く
似
て
い
る
の
で
注
意
が
必
要
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

喉
が
渇
く
前
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
あ
っ
け
な
く
　
夏
至
の
日
は
過
ぐ

　
　
眼
の
奥
に
　
深
き
疲
れ
と
ふ
く
ろ
ふ
が
棲
む

永
田
　
和
宏

熱
中
症
予
防
に
Ｋ
Ｙ
Ｔ
を

安
全
担
当
理
事
　
佐
橋
　
勝
枝

!!



投
稿
写
真

　
今
年
も
九
月
に
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
交
付
事
務
が
あ
り

ま
す
。募
集
人
員
は
二
十
五
名
で
、お
一
人
五
日
程
度

の
就
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。お
申
し
込
み
は
七
月
三

十
一日（
水
）ま
で
で
す
。ま
た
、就
業
さ
れ
る
方
に
は
八

月
十
九
日（
月
）開
催
の
事
前
説
明
会
へ
の
参
加
が
必

要
で
す
。

　
な
お
、希
望
者
多
数
の
場
合
は
、抽
選
と
な
り
ま
す

の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
、問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
ま
で
。

会
員
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

折
り
紙
塾
が
開
か
れ
ま
し
た

不忍池　あじさい

皆
様
か
ら
の
投
稿
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

6

　
五
月
二
十
八
日（
火
）午
前
10
時
よ
り
、当
セ
ン
タ
ー
会

議
室
に
お
い
て
会
員
を
対
象
と
す
る
折
り
紙
塾
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。毎
回
、時
季
に
応
じ
た
テ
ー
マ
を
設
定
し

て
お
り
、今
回
は「
紫
陽

花
」が
テ
ー
マ
で
し
た
。

　
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス
で

楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で

い
ま
す
。

　
是
非
、参
加
し
て
み

た
い
と
い
う
方
は
事
務

局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会
員
の
広
場

シ
ル
バ
ー
パ
ス
交
付
事
務
を

や
っ
て
み
ま
せ
ん
か

石森 弘さん撮影

長國寺　あじさいまつり

長國寺　あじさいまつり藤川 實さん撮影

　
毎
月
、
60
歳
以
上
の
区
民
を
対
象
に
パソ
コ
ン
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
法
や
、

ワ
ー
ド
・エ
ク
セ
ル
の
基
礎
か
ら
応
用
、ス
マ
ホ
の
活
用
法

な
ど
幅
広
い
講
座
内
容

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、参
加
者
の
相
談

に
お
答
え
す
る「
パ
ソ
コ

ン
無
料
よ
ろ
ず
相
談
」

も
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
台
東
区
の

「
広
報
た
い
と
う
」を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
講
座


